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企業と雇用システム

性別分業・女性労働について

高田好章

第９回

２０１９年６月６日



◎今回のテーマ
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性別分業はこれまでの日本の社会の中で根強く
残っている慣習です。特に女性が雇われて働くこ
とが多くなった現代では、女性労働の問題はとて
も重要な事項です。男女雇用均等と言われなが
らも、賃金や待遇・昇進で大きな差別と壁がある
ことは確かです。女性労働の問題は女性のみの
問題ではなく、男性の働き方の問題でもあるので
す。

性別分業・女性労働について
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プロローグ

男女平等ランキング2018
2018年12月18日：
世界経済フォーラム：ジェンダー・ギャップ指数発表

日本
総合順位／110位 １４9国中
Ｇ７で最下位

教育／65位
健康／41位
経済活動への参加と機会／117位
政治への参加／125位
国会議員における男女比率／130位

１位～１０位
1 アイスランド
2 ノルウェー
3 スウェーデン
4 フィンランド
5 ニカラグア
6 ルワンダ
7 ニュージーランド
8 フィリピン
9 アイルランド
10 ナムビア
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プロローグ

１位：アイスランド

アイスランドの女性の運動：
午後２時３８分に職場から立ち去る：
男女間賃金格差是正ストライキ

初めて男女間の賃金格差に抗議するストライキが決行され
たのは1975年10月24日。
”Women´s Day Off” (女の休日)として知られるこの日、男女
差別に抗議するためにアイスランドの女性の90％以上がス
トライキに参加し、自らの重要性と権利を訴えた
その後、女性大統領が誕生



6

プロローグ
女性だけ制服、それでいいの？

男性はフリー、女性を下にみているような空気

2016-06-03朝日新聞声欄
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プロローグ

職場での
旧姓使用認めず
東京地裁判決
女性教諭の請求棄却
社会に根付いている

といえず
原告側・時代に逆行、
旧姓使用拡大の流れ

2016-10-12日経新聞
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プロローグ

電通事件と同じ言葉が、今も女性に発せられている

2016-11-21朝日新聞
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プロローグ

なぜ「女性労働」だけを取り上げるのか、
「男性労働」は取り上げないのか？

すべての労働問題は、
「女性の働き方」に現れている、
ということが言えるかもしれない

生活時間・育児・介護まで大きく問題が広がる
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プロローグ

ところで、
女性から男性が
生まれるが、
その前に、
胎内では、
胎児は
女性から男性へ変化
する、という

2016-11-19朝日新聞
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女性労働問題：現代の女性の労働現場

就業率
生産年齢人口（１５～６４歳）

２０１５年
男性：８１．８％
女性６４．６％：
（２００１年５７．０％）

２５－４４歳女性：
７１．６％
（２００１年６２．０％）

内閣府ＨＰ・男女共同参画白書・
２０１６年版より
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Ｍ字カーブ：男女の比較：２０１２年

現代の女性の労働現場

清家篤『雇用再生』より

男性は
台形

女性は
Ｍ字型
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Ｍ字カーブの変化：どれだけ緩やかになったのか
１９７３、１９９３年、２０１３年 Ｍ字カーブ少し緩やかになってきた

現代の女性の労働現場

森岡孝二『雇用身分社会』より

就職（正社員）
↓

結婚退職
↓

子育て
↓

家計補助
仕事へ・パート
短期・低賃金
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国際比較のＭ字カーブ図、女性の就労の比較：日本の特徴
Ｍ字カーブ：アメリカ・欧州の１９７０年代にみられたが現在はない

現代の女性の労働現場

『データブック国際労働比較２００２』より
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女性の非正規労働者
２０１２年の平均：年齢とともに、正規労働者は減り、
非正規労働者が４９歳まで上昇していく

現代の女性の労働現場

森岡孝二『雇用身分社会』より
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非正規の比率： １９８７年―２０１２年：
男女計３８．２％、男２２．１％、女５７．５％

現代の女性の労働現場

鈴木奈穂美「日本のワーク・ライフ・バランスの実情」（町田俊彦編『雇用と生活の転換』）より
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男女の短時間労働者・パート・アルバイトの推移：１９８５－２００９年
パートタイマーへ：女性の方が圧倒的に多数
しかし徐々に男性も多くなってきている：

現代の女性の労働現場

中野裕史「パートタイム労働市場と女性雇用」（森岡孝二編『貧困社会日本の断層』）より
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Ｍ字カーブの中を正規・パート・アルバイトで詳しく見たもの：
１９９２年と２００７年の比較：
２００７年の方が低年齢層にパート・アルバイトがある

現代の女性の労働現場

中野裕史「パートタイム労働市場と女性雇用」（森岡孝二編『貧困社会日本の断層』）より
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低賃金：男女の賃金水準分布図： １９９０年：
女性：７０％以上が１８万円以下（男２０％以下）

現代の女性の労働現場

永山武夫『労働経済』より
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標準労働者の所定内給与の年齢別男女間格差：
１９９０年 ：高卒・大卒：

現代の女性の労働現場

永山武夫『労働経済』より
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雇用形態別の年収２００万円
未満の雇用者比率：
２０１２年
女性の正規従業員の
２割が年収２００万円未満
（男５．３％）：

非正規は８５％（男６０％）、
パート・アルバイトは９割以上
（男８割）、
派遣５４．８％（男４割）、
契約社員５１．４％（男３割）

現代の女性の労働現場

鈴木奈穂美「日本のワーク・ライフ・バランスの実情」（町田俊彦編『雇用と生活の転換』）より



22

女性をとりまく労働関連法制

男女雇用機会均等法

飯島裕子『ルポ貧困女子』より
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男女雇用機会均等法制定と改正：
努力から禁止へ、ただし女性保護は撤廃

１９８５年制定：
募集・採用・配置・昇進
女性を男性と均等に扱う： 努力義務
教育訓練・福利厚生・定年・退職・解雇での
女性理由とした差別禁止

１９９７年改正：
努力義務が禁止規定に、
同時に女性保護規定撤廃

男女雇用機会均等法

森岡孝二『貧困化するホワイトカラー』・飯島裕子『ルポ貧困女子』より
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企業側の対応：
コース別人事制度の導入
銀行：
総合職：転勤覚悟の管理職コース、
一般職：転勤の少ない、賃金体系・昇給昇格に差をつける

商社・生保・損保・デパート、スーパーへ広がる
転勤の可否とその範囲：海外を含む、国内に限る、

国内の一定エリア、転居を伴わない転勤、転勤不可までの
コースを分ける

家庭責任を負う女性は結局一般職を選ぶ
女性差別に対して、職種という名前を変えただけ、
しかし、仕事の種類名前を変え、仕事別しただけで
労組も男女差別はないという

男女雇用機会均等法

基礎研編『日本型企業社会と女性』 ・竹信三恵子『ルポ賃金差別』より
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男性正規：１００、女性正規：６９．３、女性パート：３７．５

性別・就業形態別の時給格差

森岡孝二『貧困化するホワイトカラ』ーより
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男女間所定給与格差の推移：１９８９～２０１０年

竹信三恵子『ルポ賃金差別』より

女性
一般労働者
（男性１００）

２０１２年
６９．３％

１９８９年
５９．６％
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２００１年株主オンブズマン調査

女性の役員・管理職

森岡孝二『貧困化するホワイトカラー』より

女性比率

女性の役員
取締役 ０．１３％
監査役 ０．３４％
役員 ０．１７％

女性の管理職
部長 ０．２７％
課長 １．１２％
係長 ４．６６％
全従業員 １７．１８％
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２０１１年：

係長 １４．４％
課長 ７．９％
部長 ４．９％

女性の役職率・管理職に占める女性の割合・推移

飯島裕子『ルポ貧困女子』より
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男性には年功賃金・世帯賃金

女性には結婚退職を前提とした年功賃金体系から
外された低賃金

それが日本の男女間の賃金構造として
「日本的雇用慣行」の一つとなった

竹信三恵子『ルポ賃金差別』より

日本的雇用慣行と女性労働
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女性：就職 → 結婚退職 → 子育て → パート
※女性には低賃金

男性：就職 －－－－－－－－－－－－－－→
※男性には年功賃金・世帯賃金

女の働き方と男の働き方
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・結婚退職制度：
入社時に結婚したら辞めることを約束させられ、
内定が決まると人事担当者が家に来て、
親も娘も結婚したら退職させることを約束させられた。
入社式は父兄同伴、結婚後は社の方針として
退職していただきます、とあいさつ。
寿退社：振袖を着て退職を挨拶する
（住友系メーカーの話）

森岡孝二『貧困化するホワイトカラー』より

日本的雇用慣行と女性労働
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女性労働者の三位一体構造：
単純労働 ・ 短勤続 ・ 低賃金：
相互に規定している。

低賃金だから家族を養えず家庭に入り短勤続になり、
短勤続だからキャリア展開できず補助的な単純労働になり
低賃金となる。

工場・事務所での、単純・補助的労働を女性が担う

熊沢誠・基礎研編『日本型企業社会と女性』

日本的雇用慣行と女性労働
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昇格・賃金差別への抗議：
住友系メーカー、Ｃ評価、国連での訴え：
結婚退職、出産退職の強要、

差別の正当化する能力評価
（基礎研編『日本型企業社会と女性』より）

１９９５年：住友金属・４名提訴
２００５年大阪地裁：
性別のみによる差別
と判決
高裁で和解
（森岡孝二『貧困化する
ホワイトカラー』より）

女性からの賃金・評価等の差別への抗議活動
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女性差別への裁判判決：１９６６年～２００８年：
〇結婚退職制、差別定年制の撤廃
１９６６年：結婚退職制を無効する住友セメント：東京地裁判決
１９６９年：女性３０歳定年制を無効する東急機関：東京地裁判決
１９７１年：出産退職制を無効する三井造船：大阪地裁判決
１９８１年：男女差別定年制無効とする日産自動車：最高裁判決
〇賃金・昇格差別の是正
１９９０年：全国社会保険診療報酬支払基金：東京地裁判決
２０００年：芝信用金庫：東京高裁判決
２００２年：野村証券：東京地裁判決
２００５年：住友金属：大阪地裁判決
２００７年：昭和シェル石油：東京高裁判決
２００８年：兼松：東京高裁判決

（森岡孝二『貧困化するホワイトカラー』より）

女性からの賃金・評価等の差別への抗議活動
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パートタイマー賃金差別事件：丸子警報器事件

正社員賃金の８割を支払わないと差別になる
→ 「丸警ルール」 １９９６年：長野地裁判決
１９９９年全面勝利解決和解

※一種の、同一労働同一賃金： でも８割！
※現在に、女性・７割賃金をどう考えるか

詳しくは：
渋谷龍一『女性活躍「不可能」社会ニッポン ―原点は「丸子
警報器主婦パート事件」にあった！』旬報社、２０１６年

女性からの賃金・評価等の差別への抗議活動



36

今週のビデオ

かんさい熱視線

“過剰な優しさ”いりません
－働く女性がもとめるもの－

２０１５年１月２６日 ＮＨＫ大阪
約１７分
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男は長時間・女は短時間へ

週の労働時間で、

男性は長時間労働へ、
女性は短時間労働へ
と二極に分解している

森岡孝二『過労死は何を告発しているのか』より

正社員、特に男性は
１日１０時間以上、週５０時間以上
働いている
（社会生活基本調査）

※第７回から再録
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・労働時間：若年正社員での男女の二極分化：
男：６０時間以上増えたが、女：４２時間以下も増えている：

労働時間の男女差と家事労働

森岡孝二『貧困化するホワイトカラー』より
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女性：就職 → 結婚退職 → 子育て → パート
※女性には低賃金・短時間労働

男性：就職 －－－－－－－－－－－－－－→
※男性には年功賃金・世帯賃金・長時間労働

女の働き方と男の働き方



40

・女性が働くことについて：
「夫は外で働き妻は家を守るべき」という考えをどう思うか

家事労働の偏在

太田・橘木『労働経済学入門』より
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・女性が働くことについて：
「夫は外で働き妻は家を守るべき」という考えをどう思うか
１９７２年、１９９７年、２００２年調査：

１９７２年：男性５２．３％賛成、女性４８．８％賛成
１９９７年：男性２３．９％賛成、女性１７．９％賛成
２００２年：男性１７．８％賛成、女性１２．８％賛成

年々賛成が減っているが、
賛成・どちらかといえば賛成は
女性が半分を切ったのに、
男性は半数を超えている

家事労働の偏在

太田・橘木『労働経済学入門』より
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・固定的性別役割分担意識： 国際比較 ２００２年

家事労働の偏在

太田・橘木『労働経済学入門』より
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・固定的性別役割分担意識： 国際比較 ２００２年
欧州：賛成・どちらかといえば賛成を合わせても
１０％前後になっている

家事労働の偏在

太田・橘木『労働経済学入門』より
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生活時間とは

成瀬龍夫『現代社会政策』より
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男性雇用者と無業の妻からなる世帯と夫婦共稼ぎ世帯の
割合の推移：１９８０－２０１０年 ：
１９９５年に夫婦共稼ぎ世帯が片働き世帯を上回った
今は夫婦共稼ぎ世帯の方が多い：

共稼ぎ世帯

森岡孝二『雇用身分社会』より
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大都市雇用労働者夫妻の１週間・平日の生活時間構成：１９８５年

生活時間調査から見た男女の家事時間

佐藤卓利「共稼ぎ家族と労働時間の短縮」（基礎研編『労働時間の経済学』）より
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・大都市雇用労働者夫妻の平日の生活時間構成：１９８５年
妻常勤の家事労働時間： 男０：３１、女３：３２
妻が働いていても男は家事をせず

生活時間調査から見た男女の家事時間

佐藤卓利「共稼ぎ家族と労働時間の短縮」（基礎研編『労働時間の経済学』）より

夫

妻
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週当たりの収入時間と家事労働時間 ２００６年：
収入時間：共働きで、夫は２０時間多い、
家事労働時間は、共稼ぎでも男５時間、女３０時間：
男の家事労働時間は少ない：
女性は共稼ぎで収入・家事で６１時間働く

生活時間調査から見た男女の家事時間

森岡孝二『貧困化するホワイトカラー』より



49
2019-06-03朝日新聞夕刊
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生活時間調査から見た男女の家事時間

2016-01-19朝日新聞

日本社会には、
見えないレールが
ある
つくる人生
つくってもらう人生

なんで私ばっかり

メシ作れないなんて
女じゃない
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住友金属の昇格・賃金差別告発者への部長の発言：

出産後：「犬や猫でも母親の手で子どもを育てているのに、君は
子どもを保育所に預けている。犬畜生にも劣る母親だ。人間を生
産する機械か」と部長から罵倒され退職を迫られた。

（森岡孝二『貧困化するホワイトカラー』より）
子どもを育てながら、働く女性の問題
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育児休業法成立１９９１年：

出生率（特殊出生率）１．５７（１９８９年）、１．５３（１９９０年）
に低下したことで、出生率向上策としてようやく法制化へ

１歳になるまで育児休業を取る権利が保障される
：ただし無給

その後、育児休業給付が整備されてくる

２００９年、
３歳になるまでの短時間勤務・時間外勤務免除が義務化

（濱口桂一郎『働く女子の運命』による）

育児休業
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出産後も「働くのがよい」初の５割超

育児休業

2016-10-30朝日新聞
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・男子就活生の半数、育休希望

育児休業

2016-07-15日経新聞夕刊



552019-04-30日経新聞
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・育児休業のとるのは主に女性、男は？
・育児休業取得率の推移： ２００４ー２０１２年度：

女：７割→８３．６％、男０．５６％→１．８９％：

育児休業

鈴木奈穂美「日本のワーク・ライフ・バランスの実情」（町田俊彦編『雇用と生活の転換』）より



572019-06-03日経新聞
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イクメン 職場が壁、嫌がらせ１割経験

育児休業

2016-01-26日経新聞
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第１子の子供が生まれた後の妻の就業率：１９８５～２００５比較：
就業している人は、２０％台を推移、
出産退職が３７．４％から４３．９％に増えている

育児休業

鈴木奈穂美「日本のワーク・ライフ・バランスの実情」（町田俊彦編『雇用と生活の転換』）より
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待機児童２年連続増
保育施設に
入れない子供２万３５５３人
隠れ待機児童６．７万人

育児と保育

2016-09-02朝日新聞
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介護が必要になった場合の介護の希望：
本人の希望より、家族の希望として、
自宅での介護を望んでいる： 本人：４＋２４ 家族４＋４９

（自宅で、自宅とサービス）：

介護問題

鈴木奈穂美「日本のワーク・ライフ・バランスの実情」（町田俊彦編『雇用と生活の転換』）より
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・介護休業の取得率：常用労働者にたいする割合：２００８年度
女： ０．１１、 男 ０．０３ ：

介護休業

鈴木奈穂美「日本のワーク・ライフ・バランスの実情」（町田俊彦編『雇用と生活の転換』）より
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・介護離職・転職者の人数：２０１２年：
３０代後半から増加し６０歳前半がピーク：
６０以上でも働く人が増える中で、
５０代から６０代前半に介護離職者が増えている：
男性５６．０％、女性５５．７％が、仕事を続けたかったと回答、

継続を望みながら離職した。この中で、特に女性が多いことに注
意すべき：女性が介護することになっている：

介護離職・転職

鈴木奈穂美「日本のワーク・ライフ・バランスの実情」（町田俊彦編『雇用と生活の転換』）より
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・母子家庭と貧困
パート・アルバイト４７％
母子家庭、生活苦しく

シングルマザー

2016-01-12日経新聞
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妊娠で降格原則違法、

最高裁、例外基準を明示
女性の同意した場合、
運営・支障が出る場合

広島市の病院
・理学療養士

マタハラ

2016-10-24朝日新聞
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女性：就職 → 結婚退職 → 子育て → パート
※女性には低賃金・短時間労働

男性：就職 －－－－－－－－－－－－－－→
※男性には年功賃金・世帯賃金・長時間労働

二つの社会：女の働き方と男の働き方

↑

結
婚
↓

↑
家
事
↓

Ｘ
↑

育
児
↓

↑

介
護
↓

Ｘ Ｘ

女社会

男社会

企業社会
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エピローグ

なぜ「女性労働」だけを取り上げたのか、
「男性労働」としては取り上げなかったのか？

すべての労働問題は、
「女性の働き方」に現れていたからです

女性の働き方は、男性の働き方の問題でもあります
それは、生活時間・育児・介護まで、

働き方を越えて、生活・生き方まで、
大きく問題が広がっていたからです
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本日はここまでです
ありがとうございました


